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 論 文 の 要 旨 
 
フィリピンのミンドロ島の固有種タマラオ（Bubalus mindorensis）は、20世紀以降の狩猟や開発












イグリット保護区では、2006年から 2011年までの 6年間に亘り乾期の末期（毎年 4月末の 5日間）
にボランティアを含む約50名の観察員が18地点から同時観察を行い、その統合データから生息個体数、
年齢構成、繁殖率等を推定した。その結果、タマラオ個体数は 239~314頭（平均 271 頭）で安定的に

















タマラオの種判別法については、タマラオ由来の糞から DNA を抽出し、ミトコンドリア DNA 上
のシトクロム b配列に対するスイギュウ属特異的プライマーペアによる PCR産物を AvrIIおよびBxaI
で処理する PCR-RFLPによる同定法を確立した。次いで、イグリット保護区で採取したタマラオ糞 29

















平成 27年 2月 6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
